
各地区の共通事項

（要望事項）

シカ・カラス・タンチョウ・クマ等による被害防止

対策について

（検討結果）担当：産業振興課

　野生鳥獣による農業や生活環境等への被害防止対

策については、猟友会や鳥獣被害対策協議会をはじ

め、国及び道などと連携しながら継続して取り組ん

でいます。

　令和５年度の11月末までの捕獲実績は、エゾシカ

2,447頭、カラス1,316羽、キツネ42匹、タヌキ104匹、

ヒグマ４頭などとなっています。

　エゾシカについては、若い年代を含めて32名の地

元ハンターを確保し、括りワナの効果などで捕獲頭

数は年々伸びている状況にあります。今年の計画で

は2,500頭の捕獲を見込んでおり、猟友会による狩

猟と合わせて対策を継続していきます。

　カラスについては、村内事業者への委託管理によ

り対策を講じていますが、ここ数年カラスの棲息箇

所が鶴居市街と他の地域を移動する変化から、捕獲

する時期や場所を考慮して箱ワナを設置するなど、

生態に応じた取組みを続けていきます。

　タンチョウによる農業被害対策については、下雪

裡を中心とした各地域の協力を得ながら、鳥獣被害

対策協議会による「追い払い事業」や農業施設の被

害防除対策などに今後も努めていきます。

　ヒグマについては、北海道と連携しながら箱ワナ

等による被害対策に努めており、令和５年中は春先

に上幌呂で３頭、中幌呂下で１頭を捕獲しています。

近年、全国的に熊の出没や被害が相次いで確認され

ており、年間を通してヒグマを捕獲できる許可が下

りています。本村でも、捕獲による被害対策をはじ

め、ＩＰ告知や出没看板の設置などで注意を呼び掛

けるとともに、地域等と連携して人里に近づけさせ

ない取組みなどを推進していきます。

　今後も、捕獲体制を強化し、他の自治体の取組み

などを参考としながら、一体的に野生鳥獣による被

害対策の在り方を検討していきます。

 

（要望事項）

酪農情勢の支援対策について

（検討結果）担当：産業振興課

　酪農・畜産については、国内外における経済情勢

の影響を受けて、生乳生産量の抑制や乳牛取引価格

の下落に加え、飼料や肥料、生産資材の急激な高騰、

牛乳・乳製品の長引く消費低迷などにより、これま

でに経験のない厳しい状況となっています。

　村では、これまでに農協等と連携して、原油価格

や飼料価格の高騰に対する支援対策をはじめ、全村

民に牛乳の無料引換券を配布して消費拡大に取り組

んできたほか、国や道に対して要請活動などを続け

ています。

　現在、今後の酪農・畜産支援対策に係る協議を進

めているところであり、引き続き農業情勢や経営実

情に注視しながら、農協や関係機関と連携して生産

地域としての必要な行動や対策を検討していきます。

（要望事項）

道路の補修や舗装等について

（検討結果）担当：建設課

　毎年、各地区より道路の補修や舗装、排水等につ

いて多くの要望が寄せられています。

　村道については、安全走行の確保と利便性の向上

を図るため、常に道路パトロールを行って早急な対

応に取り組んでいますが、損傷度や緊急性を確認の

うえ、村内全体での優先度を考慮しながら、適正な

整備と維持管理に努めていきます。

　また、国道と道道に係る要望については、道路を

管理する国や北海道に対して要請していきます。

（要望事項）

道路沿線の支障木の伐採や枝払いについて

（検討結果）担当：建設課

　道路沿いの通行に支障が生じている雑木や枝等に

ついては、交通上の安全を確保するため、道路を管

理する国や道と連携して必要な都度に伐採や枝払い

に努めています。また、道路敷地外の立木についても、

所有者の了承を得たうえで対応に取り組んでいます。

　なお、通行に支障が無く景観上の問題である場合

には、道路管理者による対応は難しいものと考えま
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す。その場合、道路管理者の許可を得て地域等で対

応する方法もありますので、必要な手続きについて

は村でお手伝いしています。

 

（要望事項）

国道・道道の草刈について

（検討結果）担当：建設課

　国道及び道道の路肩の草刈は、それぞれ道路を管

理する国と道において毎年７月～８月頃に年１回行

われており、通学路付近やカーブ区間の交差点など

は、道路の見通しに応じて年に数回行われています。

また、道道の歩道の草刈は、平成27年度から北海道

と村が共同して、北海道が年１回、村が年２回行っ

ています。

　草刈の回数や時期を早めることをはじめ、見通し

の確保を必要とする箇所の対応などについて、今後

も道路管理者に要請していきます。

（要望事項）

村道の除雪について

（検討結果）担当：建設課

　村道の除雪は、道路の積雪が10㎝以上である場合

に朝５時から作業を開始し、はじめに各地区の幹線

道路、次にバスの運行路線、その後に一般道路など

の順番で除雪することを基本としています。

　大雪や暴風雪の際は、除雪作業の従事者や車両機

械の確保のために時間を要する場合もありますが、

国道・道道と連携して出来るだけ早期の除雪に努め

ています。なお、適切な除雪を心掛けていますが、

家の出入口における作業上の堆雪等については、皆

さんのご理解とご協力をお願いします。

（要望事項）

光ケーブルの枝や倒木の除去について

（検討結果）担当：総務課

　村では、情報通信環境の向上を図るため、平成21

年度から23年度にかけて村内全域に全長220㎞以上

に及ぶ光ケーブル網を整備し、各家庭や事業所等に

おけるインターネットやＩＰ告知システムなどの回

線として利用されています。

　整備後12以上が経過し、周りの木々が成長して光

ケーブルに枝や倒木がかかる箇所が発生しており、

その状況を調査した結果、村内全域において断線の

危険性が高い箇所が数多く確認されたところです。

　令和５年度では、下幌呂地区から幌呂市街方面に

かけた特に状況が酷い区間の除去作業を行ったとこ

ろであり、同様に他の地区についても危険度と費用

面を考慮しながら、年次的に実施していくことを予

定しています。

（要望事項）

大麻草の除去について

（検討結果）担当：住民生活課

　自生する大麻草については、土地所有者の責任に

おいて除去することを基本とされていますが、犯罪

防止を図る観点から、毎年種が実る前に保健所と村

が連携して除去を行っています。

　地域等から要望のあった場所のほか、人目に付く

場所などを重点的に行っており、今後も村内に自生

する大麻草の除去を目指し、土地所有者の協力を得

ながら継続して実施していきます

○支雪裡連合会

（要望事項）

村道支雪裡31号線の舗装について

（検討結果）担当：建設課

　当該路線の舗装については継続して要望されてい

ますが、路面状態や交通量の関係から全面的に舗装

し直すことは予定しておらず、今後も部分補修で対

応していきます。なお、令和５年度では、道路のひ

び割れや波打ちの箇所などについて補修を行ってい

ます。

（要望事項）

村道支雪裡31号線の交差点の標識について

（検討結果）担当：建設課

　止まれの標識や一時停止線がない交差点において

も安全確認や徐行を心掛けることが必要です。当該

交差点には交通量の関係から標識等を設置すること

は困難ですが、今後、薄くなっている白線を引き直

して交差点を視認しやすくする方法などを予定して

います。

（要望事項）

道の駅やアウトドア用品店の誘致について

（検討結果）担当：産業振興課

　現在、むらづくり会社と村観光協会では、大手ア

ウトドアメーカーのサービスエリアに登録する準備

を進めています。このエリアに登録されると、鶴居

村の自然やアクティビティ、イベント情報をはじめ、

登録したショップや施設が案内されるなど、観光の

開発や活性化などに期待されています。

　また、道の駅については、平成28年にオープンし

た地域特産品販売促進施設「つるぼーの家」などで

一定の役割りを果たしているものと考えていますが、

本村の観光資源や特産品等を有益に活用しながら、

地域経済の活性化や雇用創出などの取り組みを検討

していきます。
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○中久著呂実行組合

（要望事項）

舗装道路の補修継続について

（検討結果）担当：建設課

　村道久著呂原野線については、これまでに路面に

舗装を重ねるオーバーレイ工事を行ってきましたが、

令和５年度をもって計画した区間が一通り完了とな

ります。路面状況を調査した結果、今後については、

道路のひび割れや路肩の損傷した箇所などを部分補

修で対応していくこととしています。

（要望事項）

久著呂川の護岸対策について

（検討結果）担当：建設課

　大雨等による増水で久著呂川の護岸が洗堀され、

隣接する農地が年々削られていることから、毎年対

応を求められています。村では、平成29年度から社

会資本整備に位置付けて国や河川を管理する北海道

に対して河岸補修の要請を続けており、引き続き早

期対策に向けて要請していきます。

（要望事項）

鶴居小学校グラウンド幅跳び走路・砂場の改善につ

いて

（検討結果）担当：社会教育課

　同校グラウンドにある幅跳びの走路は傾斜や凹凸

の箇所があり、着地用の砂場も狭いことから、使用

する子ども達のケガや競技への影響が心配されます。

令和６年度において、走路を平坦化し、砂場を広く

して砂の量を足すことなどを行います。

（要望事項）

陸上競技用屋内練習場の整備について

（検討結果）担当：社会教育課

　「鶴居アスリートクラブ」では、陸上競技大会で

毎年好成績を上げ、村外の子ども達もクラブに参加

していることを伺っています。学校部活動の地域移

行や合宿誘致などに対する効果を踏まえ、年間を通

じて練習や指導できる環境づくりに向けて、より良

い方法を検討していきます。

 ○茂雪裡自治会

（要望事項）

河川の牧草地浸食による農作業の支援対策について

（検討結果）担当：建設課

　大雨等の際にモセツリ川が沿岸の牧草地を侵食し

て農作業に支障を生じています。河川の流路として

一定の河川敷地が設けられていますが、村では、農

地への浸食を防ぐため、河川を管理する北海道に対

して平成30年度から護岸対策の要請を続けており、

引き続き早期対策に向けて要請していきます。

（要望事項）

茂雪裡コミュニティセンター屋外の照明と水飲み場

について

（検討結果）担当：住民生活課

　駐車場付近の照明１基は、旧茂雪裡小学校から移

設されたもので電源を配線しておらず、使用する際

に電源をつなぐ状況となっており、また、屋外水飲

み場は、蛇口が破損して使用できない状態となって

います。年間を通じて使用する頻度が少なく、費用

対効果の面などから、村としての対応は当面見送る

こととします。なお、施設一帯の有効な活用が見込

まれる場合については、村で相談に応じたいと考え

ます。

（要望事項）

茂雪裡コミュニティセンター一帯の夜間暗さの解消

について

（検討結果）担当：住民生活課

　当該センター付近には照明がなく、夜間は辺り一

帯がとても暗くなることから、施設の利用や通行の

際などに支障を生じています。交差点や市街地以外

の箇所などに道路街灯の新設は難しいですが、村で

は、防犯灯の設置費や維持費に対する補助支援を行っ

ていますので、暗さを解消する手段として地域と相

談したいと考えます。

 

○下久著呂連合会

（要望事項）

村道下久著呂協和線及び岩井内線の補修について

（検討結果）担当：建設課

　協和線（下久著呂17号線）は、道路のひび割れに

よる損傷が酷いことから、部分的なクラック補修な

どで対応していきます。また、岩井内線は、同様に

道路の損傷個所については部分補修で対応していき

ますが、観光客やカメラマンなどが多く通行してお

り、路面状態の悪い区間については、路面に舗装を

重ねるオーバーレイ工事を検討していきます。

（要望事項）

久著呂川の底ざらい（浚渫）の継続について

（検討結果）担当：産業振興課・建設課

　久著呂川の土砂堆積による河川の上昇により、接

続する明渠排水路の排水能力が低下することから、
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大雨などの際には隣接する農地が冠水する被害が発

生しています。

　平成27年度から河川を管理する北海道の事業によ

り久著呂川の掘削工事（土砂除去）が実施されてお

り、引き続き、工事を必要とする区間について事業

の継続を要請していきます。また、当該箇所の明渠

排水路については、多面的機能支払交付金事業によ

り土砂除去などの対応を行っています。

（要望事項）

下久著呂コミュニティセンターのテレビについて

（検討結果）担当：住民生活課 

　各地区コミュニティセンターのテレビは、利用頻

度や放送受信料の関係から１施設に１台ずつの設置

を基本としています。当該センタートレーニングルー

ムのテレビについては、和室のあまり使用されてい

ないテレビを移設して対応をすることをお願いしま

す。

（要望事項）

下久著呂コミュニティセンター駐車場の補修につい

て

（検討結果）担当：住民生活課 

　当該センター前一帯の駐車場は、経年による劣化

が進んでおり、補修が必要な箇所については随時対

応していきます。また、駐車区画の白線が消えてい

るため、引き直すことを予定しています。

 

○鶴居市街自治会

（要望事項）

ビューティフルデーの具体的な内容の広報と行う時

期について

（検討結果）担当：企画財政課

　村が一体となって一層美しい村づくりを推進する

ため、毎年10月に「日本で最も美しい村ビューティ

フルデー」として村内一斉清掃を行っています。今

後は、令和４年９月に村内の地域や関係団体等で設

立された「美しい村づくり推進協議会」と協力し、

地域の実情や課題に応じた取組内容に努めるほか、

分かりやすい告知などに取り組んでいきます。

　また、ビューティフルデーの時期は、本村が加盟

する「日本で最も美しい村」連合が設立された平成

17年10月４日を記念した事業であることから、この

日を基本として実施する方針としています。

（要望事項）

市街道道沿い植樹帯や歩道の美化活動について

（検討結果）担当：企画財政課

　鶴居市街道道53号沿いの植樹帯や歩道の除草・清

掃等については、沿線の居住者や事業所をはじめ、

自治会役員の20名程が中心になって行われています

が、人手の問題などで続けていくことが心配されて

います。

　美しく住み良い村づくりを推進する上で地域や村

民皆さんの理解と協力は不可欠ですが、高齢化や人

口減少社会が進行する中において担い手や人手の確

保が課題となってきています。以前、高齢者事業団

で美化作業を行っていた経緯などを踏まえながら、

有償ボランティアの活用をはじめとした村内全体に

おける有効な対応策を検討していきます。

（要望事項）

市街道道沿いの街路樹について

（検討結果）担当：建設課

　鶴居市街道道53号沿いに植樹されている街路樹の

「とちの木」は、木が年々成長し、大きい葉が茂っ

ていることから、交差点などの見通しに支障を及ぼ

しているほか、落ち葉の処理が大変になってきてお

り、さらに今後の成長による影響が心配されていま

す。

　村では、年数が経過して傷んできている歩道と合

せて街路樹についても再整備することが望ましいと

考えており、道路一帯を管理する北海道と相談して

いますが、多くの皆さんの意見を持ち寄って取り進

めて行きたいと思います。

 

（要望事項）

鶴居西５丁目民間分譲団地の道路や上下水道の整備

について

（検討結果）担当：建設課

　当該民間分譲団地に家屋が新築されていますが、

村の基本的な取扱として、上下水道の管路は村有地

に整備し、除雪は村道の路線を対象としています。

村として、本村に定住する人達を大事にする一方、

公共投資の公平性を確保する観点から、生活基盤の

整備に関しては地権者などと慎重に協議を進めてい

きます。

○中雪裡南第一実行組合

（要望事項）

タンチョウサンクチュアリの観光客等による路上駐

車対策について

（検討結果）担当：社会教育課

　鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリの駐車場は、

令和２年度に村と日本野鳥の会や関係団体と協議の

うえ、駐車スペースを20台分から39台分に拡張して

いますが、吹き溜まりで半分しか使えないときなど
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は、観光客やカメラマンなどの車両が路上駐車で溢

れて事故や事件の発生が心配されています。

　今後、コロナ禍が明けて観光客等の回復が予想さ

れていますが、当面は、近隣の酪楽館駐車場の有効

利用をはじめ、早期の除雪対応、駐車マナーのパン

フレット作成による啓発など、現状の駐車場を最大

限に活用して様子を見ていくことにしています。

 

○下雪裡連合会

（要望事項）

道道53号わき防雪柵の新型化について

（検討結果）担当：建設課

　道道53号沿線には防雪柵が約1,400ｍの区間に設

置されていますが、大型の農作業機械などが畑から

道道に出る際に見通しが利かなくなるため、令和元

年度から要望を受けています。

　防雪柵は、雪害による交通障害を防ぐために必要

であり、道路を管理する北海道では、格納式の新型

に更新することは費用的に難しいことから、取付時

期の調整や設置場所を変更する方法などで視距を確

保することを検討しています。

　村では、道道53号は交通量が多いことから、取付

道路の部分だけでも新型に変更するなど、早期の改

善に向けて要望を続けていきます。

（要望事項）

駐車場の街灯設置について

（検討結果）担当：建設課

　下雪裡の道道三叉路の駐車場には、タンチョウ撮

影のカメラマンなどが夜から早朝にかけて駐車して

いることから、継続して街灯の設置を要望されてい

ます。

　駐車場の管理者である北海道では、現地を確認の

上、当該駐車場は常時利用されておらず、駐車台数

も少ないことから、道路街灯を新設することは難し

い状況となっています。

　村では、道に相談を続けていきますが、地域を対

象とした防犯灯の設置及び維持費に係る補助制度が

ありますので、防犯灯の活用について検討すること

が必要と考えます。

（要望事項）

アシベツ川からの流入対策と利用不能地の対応につ

いて

（検討結果）担当：産業振興課

　アシベツ川からの２号幹線明渠への流入対策や国

営農地造成による利用不能地の対応については、こ

れまでに北海道や国の関係機関などと協議を重ねて

きており、昨年11月にも関係者が出席した地域懇談

会を開催したところです。

　現状については、これまでの国や道との情報共有

や意見交換による理解をはじめ、雪裡川のヘリコプ

ターによる調査によって確認されているところであ

り、喫緊の課題として年々水位が上昇している状況

を踏まえ、雪裡川本流の抜本的な改修が最優先とさ

れているので、国や道と連携して早期着工に向けた

協議を進めていくこととしています。

　また、アシベツ川の線形改良をはじめ、農地再生

のほか、隣接する釧路湿原との一体的な整備による

利活用の可能性など、地域の意向を踏まえながら早

期解消に向けた対応に取り組んでいきます。

（要望事項）

鶴見台の劣化している看板の交換時期について

（検討結果）担当：社会教育課

　鶴見台のタンチョウ観察場所には、村が設置した

「鶴居村観光十景」「美しい村連合」の看板のほか、

タンチョウの由来や記念撮影用の看板などが設置さ

れていますが、いずれも経年による劣化が進んでい

て対応が必要な状況となっています。

　この度、鶴居村の良質な景観の形成を推進するた

め、「未来へつなげる景観むらづくり条例」を制定

し、令和６年２月から施行することとなりましたの

で、鶴見台の看板についても、この条例で定める景

観計画等に沿って今後の対応について協議を進めて

いきます。

　看板は、観光客等に対する説明やＰＲのほか、見

学上の注意喚起といった大切な役割を果たしており、

令和６年度中に景観に配慮した統一性のあるデザイ

ンを作成し、令和７年度以降に改善していくことを

予定しています。なお、破損等で危ないものについ

ては撤去等による対応を考えています。

（要望事項）

第１排水路の両岸と沿道の補修について

（検討結果）担当：産業振興課・建設課 

　シカの足跡の影響などで第１排水路の両岸と沿道

（村道下雪裡５号線）が崩れてきており、排水が農

地に流入する危険性があります。村道は令和６年度

に補修することを予定しており、排水路の補修や草

刈などは多面的機能支払交付金事業を活用して対応

することを相談していきます。

 

○下幌呂自治会

（要望事項）

道道53号交通安全対策について
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（検討結果）担当：総務課

　以前、下幌呂小学校付近は、時速50キロの速度制

限区間（朝４時～夜８時の間）に指定されていまし

たが、令和３年に破損していた電光電動速度標識の

撤去に伴って、警察で交通や通学の状況等を確認の

うえ、時速60キロの法定制限速度に変更されました。

　再び速度制限の指定区間となるには、交通量が大

きく増加していることや利用の多い施設の建設といっ

た特別な事情が必要となりますが、通行車両が高速

であることや新しい団地が形成されていることなど

から、警察に状況の説明や相談を行います。

（要望事項）

村有地の草刈りについて

（検討結果）担当：建設課

　これまでに、村営住宅敷地共有部の草刈りや除雪

については、入居者の皆さんによる協力をお願いし

てきましたが、除雪については入居者の高齢化など

を踏まえて村で対応しています。

　同様に、草刈りについても、入居者の皆さんや地

域の協力が難しい場合は村で対応することを考えて

いますが、美しい村づくりの取り組みと一体的に進

めるため、有償ボランティアの活用や地域間の相互

協力による方法などについても検討を進めることと

しています。

（要望事項）

希の杜団地第２期分譲の予定について

（検討結果）担当：企画財政課

　平成27年７月に売り出しを開始した「希の杜団地」

第１期分譲地は、宅地造成した26区画の全てが完売

しています。今後、下幌呂地区の人口や建物の増加

に伴い、下水処理能力や光ケーブルの増強などを課

題としていますが、人口減少社会が進行する中、本

村の移住・定住対策を促進するため、希の杜団地の

第２期分譲（25区画）、第３期分譲（23区画）に向

けて準備を進めていきたいと考えています。

　また、下幌呂分岐（道道53号と道道243号のＴ字路）

に所在する村有地（約4.7ha）について、事業用地

や公共用地といった将来の有効活用に向けて、雑木

の伐採や整地を行うことを予定しています。

 

（要望事項）

釧路湿原鶴居展望台駐車場と道路のタイヤ痕の防止

対策について

（検討結果）担当：総務課

　釧路湿原鶴居展望台の駐車場と道道53号の道路に

おいて、夜間の暴走行為とタイヤ痕で汚れています。

村では、他の通行車両に危険があることや景観的に

悪い印象を与えることから、平成31年から警察や駐

車場管理者の北海道に対して取り締まりや対策につ

いて相談をしています。

　対策として、駐車場に規制や障害物を設ける方法

もありますが、通常の利用や除雪作業に支障を及ぼ

すことが懸念されることから、引き続き、関係機関

と有効な対応方法について協議をしていきます。

　なお、釧路湿原展望台の道道53号の坂道について

は、令和６年度から傾斜や線形の改良工事が実施さ

れる予定となっています。

（要望事項）

ヒグマと出会った場合の学習会の開催について

（検討結果）担当：産業振興課

　ヒグマの出没情報は、村内で下幌呂地区が一番多

い状況となっています。令和５年の３月と６月の２

回、下幌呂コミュニティセンターにおいて、主にヒ

グマとの遭遇や被害を未然に防ぐ取り組みなどをテー

マとした学習会を開催し、地域住民の多くの皆さん

に参加していただきました。

　このほど、次はヒグマと出会った場合の対応方法

などに係る学習会の要望がありましたので、前回と

同様に地域の協力を得ながら、できる限りテーマに

沿った学習会を令和６年度中に開催したいと考えて

います。

○上幌呂連合会

（要望事項）

上幌呂地域体育センター屋根の塗装について

（検討結果）担当：社会教育課

　上幌呂地域体育センターは、昭和57年の建設から

41年が経過し、屋根の塗装が剥がれてサビなどが発

生しているため、毎年地域から要望を受けています。

村内の多くの公共施設は、昭和50年から60年代にか

けて建設されており、同様に老朽化が進んでいるこ

とから、施設の状態や利用の状況などを確認のうえ、

必要性や優先度を考慮しながら補修を行っています。

　今年度はデイサービスセンタ―の補修を行い、次

に学校施設を計画していることから、上幌呂地域体

育センターの補修については今後の検討課題として

捉えます。

（要望事項）

上幌呂神社前道路の路面凍結の対策について

（検討結果）担当：建設課

　上幌呂神社前の村道は、沿線の木々で日陰となる

ことから冬季には路面が凍結しています。村では、

道路に出ている枝は切り落していますが、日陰の原
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因となる立木を伐採する必要があるため、土地の所

有者と協議を行っていきます。なお、当面は、道路

に凍結防止剤を散布して対応していきます。

（要望事項）

畑の中に集中する雨水などの排水対応について

（検討結果）担当：産業振興課

　施設周りの畑の排水を一か所の明渠排水で処理す

る形状から、大雨や融雪の時期に雨水などが集中し

て排水しきれず、施設内に滞留するほか、多量の水

を処理することで明渠排水や耕作道が洗堀され、農

作業に支障を来しています。

　しかしながら、全体的な改修工事には多額の費用

が発生し、補助事業を活用した場合でも受益者の負

担が大きくなることから、抜本的な改善は難しい状

況となっています。

　現状による対策としては、北海道に相談しながら、

現在使用できる明渠排水の改修方法を検討するとと

もに、集落への交付金を活用した応急的な補修を継

続する予定です。

（要望事項）

古い住宅を借家として改修する場合の支援制度につ

いて

（検討結果）担当：企画財政課

　村では、村内にある空き家などの有効利用を図る

ため、平成23年度から「空き家・空き地バンク制度」

として、所有者が登録した空き家・空き地の物件情

報について、利用を希望される人に情報提供を行っ

ています。

　また、登録された空き家を貸したり借りたりする

場合は、「空き家バンクモデル助成事業補助金」と

して、住宅の修繕等に要する費用の一部を助成して

います。（補助金は対象経費の８割以内、上限額は

48万円）

　なお、登録されている中古住宅を購入する場合は、

「輝く住ま居る支援金」として、購入及び修繕に要

した費用の一定額を支援金として交付しています。

（支援金は購入及び修繕の合計費用の３割以内、上

限額80万円。申請者が45歳以下の場合は30万円を加

算）

 

○中幌呂下農事組合

（要望事項）

除雪とアイスバーン対策の徹底について

（検討結果）担当：建設課

　道道243号の中幌呂方面から下幌呂分岐までの約

１㎞の区間は、沿線の木々で日陰となることから冬

期間はアイスバーンの路面状態となっています。道

路を管理する北海道では、除雪の徹底や凍結防止剤

の散布によって冬道の安全対策を行っていますが、

日陰の解消には原因となる木々の伐採が必要である

ことから、道路沿線のそれぞれの地権者に対して理

解や協力を得るための交渉を進めています。

　村でも、早期の改善に向けて地権者との交渉に協

力するとともに、道に対して除雪の徹底と凍結防止

の対応について要請を継続していきます。

○幌呂市街自治会

（要望事項）

幌呂スケートリンクの建物と今後の活用について

（検討結果）担当：社会教育課

　幌呂スケートリンクの管理棟や物置には、地域運

営団体の除雪車両や物品等が保管されており、防犯

上の観点から一部建物に施錠と立入禁止の貼り紙な

どの対応をしたところです。現在、スケートリンク

の今後の活用については未定となっており、今後、

幌呂小・中学校統合後の施設利用と合せて地域皆さ

んと一緒に検討したいと思います。

（要望事項）

防災備蓄庫の鍵の保管場所について

（検討結果）担当：総務課

　幌呂地域の指定避難所である幌呂農村環境改善セ

ンターと防災備蓄庫には、寝具やパーテーションを

はじめ、ストーブやコンロ、照明器具、小型発電機

などの防災用品を保管しています。

　現在、幌呂農村環境改善センターは遠隔操作によ

る施錠方法となっており、同センターの合鍵と防災

備蓄庫の鍵については役場の担当課でそれぞれ保管

しています。そのため、災害発生時に避難所を開設

するときは、役場職員が現地に到着して開錠した後

に対応することとなります。

　大規模な災害発生などで道路が寸断された場合な

どは、役場職員の到着が遅くなり、避難所の開設が

間に合わなくなる可能性も考えられます。災害発生

時には早急に対応することが大切なので、有効な方

法について地域と相談したいと考えます。

（要望事項）

市街地の環境美化について

（検討結果）担当：企画財政課

　令和３年度に実施した村内の空き家調査では、村

内全体で住宅物件が133件、それ以外の建物と合せ

て213件の空き家があり、そのうち幌呂地域では住

宅物件の５件を含めて28件の空き家がある状況と
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なっています。

　本村では、令和４年に定めた空き家等対策の基本

方針と現在策定中の景観計画において、市街地など

の道路沿線に所在する空き家の除去について重点的

に進める方向としています。また、幌呂市街地の倒

壊が心配される空き家１件に対しては、建物の所有

者と今後の対応について協議を進めています。

（要望事項）

幌呂小学校・中学校統合に伴う今後について

（検討結果）担当：管理課

　２校で長年続けられてきたタンチョウの給餌活動

やにお作りなどの貴重な取組については、地域や関

係者等と十分協議しながら、統合後においても幌呂

地区の大切な文化として地域が中心となって継続し

ていくことが望ましいものと考えています。

　また、２校の学校花壇について統合後の活用が決

まるまで管理人を置いて継続することは、これまで

に他の事例が無いことから難しいものと考えますが、

有効な方法を地域と一緒に検討したいと思います。

（要望事項）

有料ごみ袋の５Ｌサイズの追加について

（検討結果）担当：住民生活課

　現行の有料ごみ袋は１袋あたり、不燃ごみ用が20

Ｌ（50円）、45Ｌ（100円）の２種類、可燃ごみ用が

10Ｌ（25円）、20Ｌ（50円）、45Ｌ（100円）の３種

類となっています。

　一番小さい10Ｌサイズでも需要が少なく、さらに

５Ｌサイズを追加することはコスト高となり多くの

利用が見込めないことから、現状では難しいものと

判断しています。

（要望事項）

公営住宅のペット飼養について

（検討結果）担当：建設課

　公営住宅でペットを飼養することは、鳴き声やふ

ん尿の問題など他の入居者に迷惑を与える可能性が

あることから、多くの自治体では原則禁止としてい

ます。また、本村の公営住宅はペットの飼養が可能

な造りになっておらず、退去時に多額の補修費を生

じることが考えられますが、入居者の要望に広く応

えるため今後検討していきます。

○幌呂連合会

（要望事項）

耐震用水道管への取換えについて

（検討結果）担当：建設課

　国では、大規模自然災害において給水機能を確保

するため、水道管を含めた水道施設の耐震化を推進

しています。本村の水道管は、比較的地震に強い塩

ビ管が多く、まだ耐用年数を迎えていない状況となっ

ていますが、今後、水道管の補修の際に耐震管に交

換することをはじめ、重要なライフラインを維持す

るため、具体的な更新計画を定めて進めていきます。

（要望事項）

奨学金資金の返済助成について

（検討結果）担当：企画財政課

　人口減少社会が進行する中、村内に就労した場合

に奨学金資金の返済を支援することは、村に優秀な

人材を確保する上で一つの有効な手段として捉えま

すが、返済額の全額などを助成することは、一自治

体として費用面や公益性を考慮する必要があり、就

労先となる事業所側についても努力や負担を伴うこ

とが必要であると考えます。

　村では、高等学校等人材育成支援金や教育資金利

子補給の制度などにより、保護者や本人が負担する

教育費の一部を支援していますが、現状では奨学金

の全額などを支援することは難しいものと判断され

るので、新しい制度として調査や研究を行いたいと

思います。

（要望事項）

道道829号カーブ区間の直線化や冬道の改善につい

て

（検討結果）担当：建設課

　道道829号の一般廃棄物処分場から鶴居市街地ま

での一部区間は、坂道の急カーブであり、特に冬期

間は山陰のアイスバーンとなっているため、車両の

通行が心配されています。

　道路を管理する北海道では、平成26年度に路面に

溝を掘った凍結防止対策を行い、現在は冬季中の状

況観察となっていますが、村では、線形改良などに

よる改善に向けて要請を続けています。

令和６年２月号　９


